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新入生１６０名の瞳が輝いた！ 熱気あふれる新入生歓迎会 

 １年生１６０名が入学してはや一週間が過ぎ、少しずつ緊張の

中に笑顔が見られるようになってきました。学年開き、学級開

き、初めての給食や清掃、そして初めての到達度確認検査と、最

初の一週間は長く、疲れも溜まったことと思います。また、放課

後の部活動体験も始まり、積極的に見学へ足を運ぶ姿も見られま

した。 

４月１４日（火）には、生徒会主催の「新入生歓迎会」が行われ

ました。新入生の入場後、本校のマスコット「アヤメちゃん」が登

場し、会場全体を和ませてくれました。劇では「櫛中生の一日」を

面白おかしく再現するも、「自転車登校時はヘルメットを着用す

る」「給食準備中は帽子を忘れずにかぶる」「下校時刻を守る」な

ど、注意すべき点を分かりやすく教えてくれました。 

 その後、歓迎の合唱として、２学年が『地球の鼓動』（指揮：

澤登大瑠さん、

伴奏：久保田心

糸さん）、３学

年が『未来へ』

（指揮：若杉優

恵さん、伴奏：

中込結奏さん）

を披露。最後は

全校で校歌を合

唱し、温かな雰

囲気の中で会を締めくくりました。 

 歓迎会終了後、２・３年生は部活動を行い、新入生は学級ご

とに「部活めぐり」を実施しました。これは、実際に活動の様

子を見ることで、入部先を決める参考にしてもらうためのもの

です。 

 新生徒会本部にとって初めての行事運営ということもあり、

時にはぎこちない場面もありましたが、新入生代表の生徒（１

年１組の浅川結翔さん）が「私たちのために多くの時間を割い

て準備していただき、ありがとうございました」とお礼の言葉

を述べてくれた通り、上級生の思いが伝わる素晴らしい行事と

なりました。 

 新入生の皆さんも、これで名実ともに櫛形中学校の仲間入り

です。 

 



４月の生活目標 
 

「服装を整え、新しい気持ちで出発しよう！」 

「新年度に相応しい生活習慣を身につけよう！」 
 

新年度を迎え、新入生はもちろん、進級した 2・3 年生も、新しい生活への期待と希望、そして少なからぬ不

安や緊張を抱えていることと思います。 

そこで、担任をはじめ櫛形中学校の全教職員は、これまで以上に生徒一人ひとりと触れ合う機会を大切にし、

互いの理解を深めながら、皆さんの「やる気」を全力でサポートしていきたいと考えています。 

また、日常の習慣として、まずは朝の始業時間を意識することから始めてみましょう。落ち着いた気持ちで一

日をスタートできるよう、朝読書を通じて本に親しむ機会を増やし、自ら進んで読書に励む姿勢を育んでほしい

と願っています. 

 

あいさつは「心の握手」～今日は何人と握手した？～ 

私が本校に赴任した五年前、「一流のあいさつ」と称し、

足を止めて元気よくあいさつをしてくれる生徒たちの姿があ

りました。素晴らしい光景でしたが、一方で私は「一流とい

う形式を大切に守りつつ、その中で誰もが自然に笑顔で言葉

を交わせる、そんな風通しの良い学校になればいいな」と願

っていました。 

しかし最近、あいさつを交わす場面が少なくなっているよ

うに感じ、寂しさを覚えています。あいさつは心の表れです

から、無理に強制するものではないかもしれません。です

が、もしあいさつをしようか迷っているのなら、ぜひ一歩踏み出して声をかけてみてください。 

学校の中だけでなく、地域の方や下級生に対しても、自ら「心の握手」を求める。そんな小さな勇気が、自

分自身の気持ちを晴れやかにし、学校や地域を明るく照らしていくのだと信じています。 

 

保護者のみなさまへ ～家庭訪問・三者懇談よろしくお願いします～ 

 春の陽光が心地よい季節となりました。保護者の皆様におかれましては、日頃より本校の教育活動への温かい

ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、今月より各学年において、以下の日程で家庭訪問・懇談会を実施いたしま

す。 

各学年の実施日程 

第１学年（家庭訪問）：４月１９日（日）～２３日（木） 

 

第２学年（三者懇談）：４月１９日（日）～２３日（木） 

 

第３学年（進路相談）：５月１４日（木）～１５日（金）、１８日（月）～１９日（火） 

※第３学年は、４月の修学旅行実施に伴い、５月の設定としております。 

年度当初のこの時期にこうした機会を設けておりますのは、担任が保護者の皆様と直接お会いし、お子様の

これまでの歩みや現在の様子、そして将来の目標について、「顔を合わせてじっくりと語り合いたい」という

強い思いがあるからです。 

家庭訪問や学校での懇談にあたり、お仕事を調整していただいたり、お忙しい中で準備をしていただいたり

と、多大なるご負担をおかけしていることは重々承知しております。皆様のご協力に、心より感謝申し上げま

す。 

 


